
　　　　コンプライアンス・マネジメントの新たなフレームワークと自己評価方法

　ボッシュエレクトロニクス㈱　及川　忠雄＊
　　　　　　　　　山梨大学　長田　  洋
　　　　（社）中部産業連盟　長谷　  勝
　　　　　（株）竹中工務店　三苫　孝文
　　（財）目本科学技術連盟　上窪　  均

　　　品質管理活動の成功（3）：品質経営の基本原理に基づく
　　　　　相互向上的コミュニケーション・リ�ンケージの展開

　　　　　筑波技術短期大学　海老根敦子＊
　　　　　　　青山学院大学　天坂　格郎

品 質 と 経 営

新製品の「品質・価格・原価」企画
―電算機QDm技法によるダントツ製品の創出―

　　　　　　  朝日大学　稲吉　裕　 朝日大学　持本　志行＊
　　　　　　  朝日大学　 辻　武史　朝日大学　岡本　英知

自動車販売サービス業務のQFDと
　　　　　CS調査分析の結合による改善課題抽出

　　　　　　　　　　　　元マツダ㈱/筑波大学　遠藤　敏広＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　 筑波大学　吉澤　  正

品質マネジメントシステム（ISO）

ISO対応文書管理電子化の進め方

　　　　　　　　　　　アイソイット・ラボ㈱　持田　勝見＊

営業活動と品質管理

　　　　　　　　　　　　石川島播磨重工業㈱　水品誠一郎＊

製品開発段階における品質システムとその評価方法

　　　　　　　　　武藤コンサルタント事務所　武藤　文二＊

IS09000認証取得のための品質システム構築費用と
取引における効果に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　東京理科大学　福田　剛史
　　　　　　　　　　　　　　　東京理科大学　千葉　正博＊
　　　　　　　　　　　　　　　東京理科大学　山田　 秀

全社的品質マネジメント

知的活動としての小集団活動の評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨大学　小林　明子＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨大学　長田　 洋

小売業における経営革新

　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨大学　元野　真稔＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨大学　長田　 洋

サービス業・非営利組織における
TQM導入・推進の困難さとその克服

　　　　　　　　　　　　　　　　　中央大学　高橋　祐二＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　中央大学　中條　武志
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ケアプラン作成支援システムによる介護の“質”向上
―ケア決定プロセスモデルの提案―

東京理科大学　鈴木　知道＊
東京大学　今井　孝之

ゴールドマン・サックス証券会社　八重沢  亨 
ジェミニ・コンサルティング・ジャパン　若杉　忠弘

東京大学　飯塚　悦功

ケアプラン作成支援システムによる介護の“質”向上
―「ケアセット」によるケアの構造の把握―

東京大学　今井　孝之＊
ゴールドマン・サックス証券会社　八重沢　亨

ジェミニ・コンサルティング・ジャパン　若杉　忠弘
東京理科大学　鈴木　知道

東京大学　飯塚　悦功

患者状態適応型クリニカルパスの提案

�

新潟大学　伊藤　静夫＊
東京大学　飯塚　悦功

医療における事故報告書の公開の重要性と防護の絞込み

電気通信大学　島倉　大輔＊
電気通信大学　田中　健次
電気通信大学　伊藤  　誠 

　

国際疾病分類を使ったリスクマネジメントの紹介

東京医科歯科大学　川渕　孝一＊

病院サービス機能の研究
―ＱＦＤによる病院アンケート解析その方針展開―：村上病院を例として

美濃加茂農業協同組合　坂井　大介＊
㈱クリーン浜松　永田  　光 ＊

小浦孝三技術士事務所　小浦　孝三

ＴＱＭにおけるＥラーニングシステムの開発

山梨大学　吉川　雅修＊

医療・介護と質マネジメント

　　ブランド依存の発生傾向・要因に関する研究

中央大学　沖田　武嗣＊
中央大学　石川　直樹　
中央大学　布施　智一　
中央大学　中條　武志　

　　ブランドによるスクリーニングプロセスのモデル化

中央大学　安気　良平＊
中央大学　佐藤　真一
中央大学　森田　公平
中央大学　中條　武志

　　商品の価値低下と値下げが購買意欲に与える影響

中央大学　飯島　拓徳＊
中央大学　山本　繁樹
中央大学　関根理樹也
中央大学　中條　武志

　　商品企画におけるユーザーニーズの発掘
　　～携帯電話のテキストマイニングを事例として～

明治大学　木村　明博＊　　　明治大学　大久保輝史
明治大学　荒木健太郎　　㈱島津製作所　石垣　直也

明治大学　大滝 　厚

　　不具合に関する構造化知識の活用システムの開発

東京大学　田村　泰彦＊
㈱ジャストシステム    森  　  徹 　

東京大学　飯塚　悦功　

　　
不具合に関する構造化知識の運用の実践

㈱富士ゼロックス　斎藤　秀夫＊
㈱ジャストシステム　  森 　  徹 　

東京大学　田村　泰彦　東京大学　藤井　  聡 　
東京大学　諌山　哲平　東京大学　飯塚　悦功　

文章の理解における見逃しやすさの評価に関する研究

中央大学　塩澤　  清 ＊
中央大学　中條　武志　

「製品属性」と「使用者・使用状況」の関わりに基づく
人的エラーの予測（２）　　　　　　　　　　　　　

中央大学　佐井　高志＊
中央大学　中條　武志　

知識創造　　
　　知識創造実践研究会推移状況
　　知識創造の実務に関する研究（第１報）

サンマックス㈱　長澤　重夫＊

　　ヒラメキの知識創造における役割

サンマックス㈱　長澤　重夫＊

　　価値提供を目指す企画コンセプト設定の研究　　　　
　　

ヤマハ発動機㈱　田井　弘充＊

　　一般消費者向けインターネットショッピングモールに
　　おける顧客の訪問ならびに購買活動についての研究

東京理科大学　秋田　真澄＊
東京理科大学　狩野　紀昭　

　　製品全体に対する満足と品質要素に対する満足との
　　関係について
　　～ポータブルオーディオ装置を事例として～

東京理科大学　宇津原  純 ＊
東京理科大学　酒井  　拓 　
東京理科大学　狩野　紀昭　

　　化学反応を含んだ製造プロセスの物質収支マトリッ
　　クスによる記述と適用方法についての研究
　　～ＰＥＴボトルリサイクルに関する一考察～

東京理科大学　辻　　宣行＊
東京理科大学　狩野　紀昭　

　　化学プラントにおける保全設計に関する研究

東京大学　渋谷　智希＊
東京大学　飯塚　悦功　

ソフトウェア開発，標準化
プロジェクトにおけるパートナー満足度の要因モデル

武蔵工業大学　内山絵里子＊
武蔵工業大学　兼子　 毅  　

　　オブジェクト指向システム設計とＱＣによる評価

大阪工業大学　能勢　豊一＊

　　新製品量産化における作業標準化手法に関する研究
　　―「作業標準化７つ道具」の提案（第三報）―　その１

住友電気工業㈱　杉谷　浩成＊

新製品量産化における作業標準化手法に関する研究　
―「作業標準化７つ道具」の提案（第三報）―　その２　　

住友電気工業㈱　杉谷　浩成

ＳＱＣ教育，プロセスコントロール，ＱＦＤ
　　模擬実験を用いた実践的統計教育の研究

東京理科大学　今井　雅浩　
東京理科大学　松井美智代＊
東京理科大学　西浦　 淳  　
東京理科大学　高橋　武則　

　　ゼロ実現化吉川（Ｙ）メソッドの演繹論的考察

㈱インテレクト　吉川　英夫＊

　　リスク評価値（ＲＰＮ）を考慮したCost／Worth分析の研究

㈱東芝　中野　隆司＊
㈱東芝　野口　国雄　
㈱東芝　京屋　祐二　

消費者の満足，プロセス

　　２～８水準系直交表による強さ
　　２，３，４の実験計画

埼玉工業大学　安部　季夫＊

　　誤差分散の推定からみた直交表の解析法の評価

東京理科大学　安井　清一＊
東京理科大学　鈴木　知道　
東京理科大学　尾島　善一　

　　最適水準における推定量のバイアスとＭＳＥについて

早稲田大学　小西健一郎＊
早稲田大学　永田　 靖  　

　　D-optimal designの構成アルゴリズムに関する考察

東京理科大学　田巻　成友＊
東京理科大学　山田　  秀 　

信頼性，統計的手法

　　観測が離散的に行われる場合の平均寿命推定

東京理科大学　鈴木　秀芳＊
東京理科大学　鈴木　知道　
東京理科大学　尾島　善一　

フィールドデータに基づく季節変動を考慮した信頼性寿命の特性の推定
電気通信大学　竹内　秀明＊
電気通信大学　王　　恋華
電気通信大学　山本 　渉
電気通信大学　坂田　理彦
電気通信大学　鈴木　和幸

　　初期段階の工程管理のための管理図法

東京理科大学　福本　恵太＊
東京理科大学　鈴木　知道　
東京理科大学　尾島　善一　

　　数量化理論工類における欠側値の処理方法の考案

相模設備工業㈱　加藤　哲也＊

統計，支援行動

　　「バグの要因分析」―Log-Linear Model

㈱ＮＴＴデータ　宮崎　聖蔵＊

　　一般の素数累乗配置でのBarnard応答分解

前・名古屋市工業研究所　柴山　忠雄＊

　　動態学的現象における支援行動の有効性に関する研
　　究：新車開発期間　超短縮を実例として　

日産自動車㈱　舘岡　康雄＊

実 験 計 画消費者のニーズ・行動

第 5 会 場第 4 会 場第 3 会 場第 2 会 場第 1 会 場チュートリアルセッションＡ：
「回帰分析は意外に（？）役に立つ
―“変動の説明”から“効果の推定”へ―」
仁科　健氏（名古屋工業大学）

休　　　憩

チュートリアルセッションＢ：
「インフォメーション・アクセシビリティ
―情報バリアフリーの実現に向けて―」
吉永　秀志氏（日本アイ・ビー・エム）

休　　　憩
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５会場

§ お 知 ら せ §

継続的専門能力開発（ＣＰＤ）の実績を証明します．
それぞれの機関の様式に従い，記入済みの証明書
を当目，受付時にご提出ください．終了時にお渡
しいたします．
　なお，ご本人であることを確認できるものをご
提示ください．
手数料：会　　員　無料
　　　　賛助会員　５名まで会員扱い
　　　　非 会 員 １通につき1,000円
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  チュートリアルセッション概要

A：品質管理では，回帰分析を要因解
析の手法として用いることが多い．
要因解析では，結果の変動にどの
要因が効いているかが議論の中心
となる．しかし，最終的には，ア
クションの効果を推定したいので
ある．確認実験をしなければ，効
果の推定はできないのであろうか．
今回の報告では，回帰分析によって，
結果の“変動の説明”だけではなく，
因果モデルの導入によりアクショ
ンの“効果の推定”も可能である
ことを解説する．

B：ＩＴ (情報技術 )とネットワーク化
による情報化社会の急激な変化は，
ともすれば「持つもの｣ と ｢持たざ
るもの｣ との間に新たな格差 (デジ
タルデバイド )をもたらしかねませ
ん (年収別のＰＣ保有率の分布、若
年層と高齢層，あるいは健常者と
身体障害者の間などの情報格差 )こ
の問題に，障害者の視点から焦点
を当て ,情報格差を埋める支援技術
と将来展望，及びこの分野におけ
るＩＢＭの取り組み等を紹介し，
合わせて障害者を取り巻く環境ア
クセシビリティにかかわる法規制
の動きとアクセシビリティ実現の
ための課題を概説する .


